
）

１　現在、指定基準第192条第２項を満たすことができていない理由と具体的改善策
（詳細かつ具体的に記載すること）

２　現在の事業内容及び計画期間を通じて実施する事業内容

３　現在の生産活動に係る事業の収入額及び計画期間を通じて達成する事業収入目標額（1年間の額を記載）

(注)目標収入額は、「平均利用者数×平均労働時間×最低賃金額×平均利用日数×12か月」以上の額でなければならない。

４　現在の生産活動に伴う経費及び計画期間を通じて達成する必要経費の見込額（１年間の経費を記載）

５　生産活動に係る事業の収入－生産活動に伴う必要経費

６　現在の利用者の総賃金額及び計画期間後の利用者の総賃金額

※「現在」はいずれも、指定基準192条第２項を満たさないと判断された前年度１年間のものを記載すること。
※その他、社会福祉法人会計基準に基づく会計書類等、地方公共団体が必要と認める書類を添付させること。

別紙様式２－１

事業所所在地 仙台市太白区富沢西3-10-1

連絡先 電話番号 022-395-3951 FAX番号 022-395-8858

事業所名称 就労継続支援A型事業所「なかま」富沢 代表者氏名 小鎚　亜美

【指定就労継続支援Ａ型事業所　経営改善計画書】

改善計画期間

（うち身体　1名 知的 1名 精神職員数 3 定員 10 利用者数 6名

令和7年4月1日　～　令和8年3月31日　（１年間とすること）

事業所の設置主体 社会福祉法人　・　民間企業　・　NPO法人　・　その他 設立年月日

4名 その他

（主な費目）
就労支援事業収益　　　　6,999,466円
就労支援事業収益（内部）4,603,650円

（積算根拠）
就労支援事業収益　　　 　11,000,000円
就労支援事業収益（内部）　7,000,000円

(未達成理由)
レストランの収益は前年度の約2倍増加しているが、食材や資材等の値
上げにより経費がそれを上回ることとなった。顧客が離れないよう価
格への反映を緩やかに行ったことも要因になった。また、広報活動が
足りず外部の顧客の獲得があまり出来なかった。

(具体的改善策)
お客様にご理解いただきながら商品の値上げを進めていく。内部への商品
提案・提供を行い安定した収入を確保する。チラシ等を作成し外部への広
報活動を積極的に行うことで顧客を増加させる。

現在の事業内容 計画期間を通じて実施する事業内容

施設職員・施設利用者と家族を対象としたレストランの
運営

施設職員・施設利用者と家族、外部のお客様を対象とした
レストランの運営、予約制の食事会イベントの実施

（※）事業内容には、生産活動の内容、対象顧客、市場動向、競合相手の動向、改善後の事業内容に主に従事する者の数や属性（どのような資
格、経験等を持った者が担当するか等）について詳細に記載すること

現在の収入額 計画期間を通じて達成するべき目標収入額

11,603,116円 18,000,000円

現在の経費 計画期間を通じて見込まれる経費

12,746,722円 17,160,000円

（主な費目）
当期就労支援事業製造原価： 12,448,326円
就労支援事業販管費:　　　　 　298,396円

（積算根拠）
当期就労支援事業製造原価： 16,800,000円
就労支援事業販管費:　　　　 　360,000円

現在の「収入－経費」 計画期間後の「収入－経費」

△1,143,606円 840,000円

現在の支払い総賃金額 計画期間後の支払い総賃金額

5,413,375円 8,424,000円

（積算根拠） （積算根拠）
時給975円×6時間（1日の勤務時間）×20日（勤務日数）＝117,000円
117,000円×6人（利用者）×12か月＝8,424,000円

事業所代表者署名欄　　　小鎚　亜美　　　


